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クラブロックS型

配列図（参考）と法面勾配

砂防 ・治山工事　：　砂防堰堤、土留工、床固工 　【砂防堰堤】

河川工事　：　導流堤、護岸工、護床工、水制工、根固工

防災用備蓄品

○　ブロック上下面のホゾおよび側面の波型がかみ合い、一体の構造物を形成します。

○　形状が平型の無筋コンクリートなので、製作が容易で施工性に優れています。

○　連結が可能で、ブロックの一体性をより強くします（連結タイプ）。

　【護岸工】

【標準タイプ】 【無人化施工タイプ】

　【法面勾配】

 諸元表  諸元表 

質量 重量 体積 型枠面積 Ｈ 質量 重量 体積 型枠面積 Ｈ
(t) (kN) (m

3
） (m

2
） (mm) (t) (kN) (m

3
） (m

2
） (mm)

2 2.141 20.996 0.931 6.28 500 2 2.240 21.967 0.974 6.02 500

3 3.248 31.852 1.412 8.28 750 3 2.827 27.723 1.229 6.94 625
4 4.354 42.698 1.893 10.29 1000

※上図は勾配可変を表現したもので構造物を示すものではありません。

クラブロックS型は、数多くの実績を有するクラブロックをベースに、砂防堰堤、導流堤、土留工、護床工などを
用途として開発したブロックです。

用　　　途

特　　　長

○　ブロック上面の突起の位置を変えることで、直積みをはじめ、任意の勾配で据付け可能です。

○　ブロック中央に設けた孔により無人化施工が可能となります（無人化施工タイプ）。
また、無人化施工が要求されない時もこの孔を利用してアタッチメントなどを使えば玉掛けが不要となり安
全な作業が行えます。

形状・諸元

トン型 トン型

※　上面の突起の位置を変えてもブロック諸元は変わりません。

　　連結タイプ、半塊についてはお問合せ下さい。

直積みをはじめの任意の法面勾配で据付

けが可能となります。

法面の途中で勾配を変えることも可能です。




